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「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない 前を見る

燃料高騰 アイドリング時間を短く、省燃費運転

追突事故を無くそう
～プロならば車間も荷物もつめ過ぎない～

○ トラックは、前車が離れて見えてしまうこと（錯覚）を意識する
○ 車間時間３秒以上確保（高速道路は5秒以上）を意識する
○ 発進時の追突事故多発 停止時も車間距離をとる

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

自動車学校の教習車にゴミ収集車が追突
後部はほぼ原型とどめず

生徒の20代女性2人と50代教官1人ケガ
収集車は事故直前

別の車を追い越そうとして、中央分離帯に衝突
そのはずみで、教習車に追突

◇無理な追い越し・無理な車線変更は事故に直結 危険な追い越し 生命の危険 ◇
２０２２／３／３１（木） １６：３９

３１日午前１０時すぎ、愛知県のバス停付近で、ゴミ収集車が前を走っていた教習車に追突しました。この事故で
、教習車に乗っていた５０代の男性教官と、生徒で１０代の女性２人が、腰や膝などに軽いケガをしました。警察に
よりますと、ゴミ収集車は事故の直前に、別の車を追い抜こうとして中央分離帯に衝突していたということです
。警察は、ゴミ収集車が中央分離帯にぶつかったはずみで教習車に追突突したとみて、調べています。

軽乗用車、対向車線にはみ出し
大型トラックと正面衝突
軽乗用車の男性が死亡

◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇
２０２２／３／３１（木） １１：１２

３１日深夜１２時半ごろ、京都府の国道で男性（２０）の軽乗用車と、トラック運転手の男性（５５）の大型トラック
が正面衝突した。軽乗用車の男性は全身を強く打ち、搬送先の病院で、２時間後に死亡した。警察によると、軽
乗用車の男性が対向車線にはみ出したとみている。事故の影響で現場は約５時間にわたって通行止めとなった。

深夜２時 信号待ちの乗用車に追突
追突された男女、首などに軽傷

追突した乗用車はそのまま逃げ、28歳男性逮捕
目撃者、防犯カメラの映像から容疑者を割り出した

２０２２／３／２９（火） １０：５９
警察は２９日、過失傷害とひき逃げの疑いで、男性（２８）を逮捕した。逮捕容疑は２８日午前２時１０分ごろ、岡山

県の国道で乗用車を運転中、信号待ちで停止していた、男性会社員（３９）の乗用車に追突。男性と同乗の女性（
２５）の首などに軽傷を負わせたまま逃げた疑い。容疑を認めている。同署によると、目撃者の話や防犯カメラの
映像などから割り出した。


